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銚子塚古墳の発掘をしていると、見学者の方からご質問をうけることがあります。今回は神奈川県から見学に来ら
れた方からのご質問です。
　「銚子塚古墳に葬られた豪族はいったいどこに住んで暮らしていたんですか？」（神奈川県・男性・60才代）
　さあ、銚子くん！出番だよ！

はーい！僕、銚子くんだよ。
久しぶりのご質問ありがとうございまーす。

ふむふむ、とてもいいご質問ですねえ。
　銚子塚古墳に葬られた人は４世紀の後半頃（今から
約1,600年前）の甲斐を統治していた豪族の長だと考え
られるよ。おそらく、ヤマト政権（現在の奈良県周
辺）と関係のあった強力な権力を持った「王様」だっ
たんだろうね。こんな大きな前方後円墳を造らせたぐ
らいだからねえ。

　そんな王様のことだから、さぞかし立派な館に住ん
でいたのだろうけど、残念ながらそういう遺跡は山梨
ではまだ発見されていないんだ。見つけたら大発見な
んだけどねー。でも、他県では王様（豪族）の暮らし
ていた館の跡らしき遺跡が数多く発見されているよ。
そういう例を参考にすると、銚子塚に葬られた王様の
館は、銚子塚古墳からそれほど遠くない（ていうか近
い）ところにあったと考えられるよ。

画板

銚子塚古墳

おそらくこのあたりにあったんじゃないかな？

三ツ寺遺跡で見つかった「豪族居館」の様子

古墳時代の「豪族居館」の推定図

このような豪族が暮らしたり、
執務していた場所のことを「豪
族居館（ごうぞくきょか
ん）」っていうんだよ。
代表的なのは群馬県にある「三
ツ寺遺跡」でーす。

豪族居館のまわりにはお城の堀のように溝が巡ってい
て、その内側には古墳と同じように「葺石」が葺かれ
ているよ。あくまで葺石であって、石垣ではないん
だ。
山梨でも早く発見されないかなあ？楽しみだなあ。
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